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要   旨：   ｴｸｽﾄﾗﾊﾞｰｼﾞﾝオリーブ油中のフェノール化合物は、健康的な有効性と関連して

いる。実際にこの化合物は、多くの病理過程で強力な増殖抑制作用を発揮する、

そしてこの化合物はオリーブ油製造中に生成する多量の廃棄物との化学的特性を

有する。 
 

この研究で、天然抗酸化化合物原料としてのｴｸｽﾄﾗﾊﾞｰｼﾞﾝオリーブ油の貯蔵中に

生成する副産物の可能性を、液体抽出後の迅速分解能液体クロマトグラフィー

(RRLC)と飛行時間イオン捕捉型－質量分析(TOF/IT-MS)を組合せて評価した。 
 
この廃棄物は、フェノール性の酸とアルコール、セコイリドイド、リグナン、

フラボンなど各種のフェノール化合物を含有する。フェノール化合物と派生化合

物との間の関連が、分解経路の仮説に基づいて暫定的に確認された。 
 
最後に固形と水溶液の廃棄物の定性的および定量的な性質から、この廃棄物は

フェノール化合物(主にヒドロキシチロソール、チロソール、デカルボキシメチル 
オレウロペイン アグリコン、ルテオリン)の重要な天然原料と考えられるので、
その興味深い技術的、薬学的な性質のために適切な精製後に食品の抗酸化物また

は栄養補助食品の成分として使用できる。 
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